
　

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
鎌
倉
市

　

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
鎌
倉
市

大
町
の
妙
本
寺
で
昨
年

大
町
の
妙
本
寺
で
昨
年
1111
月

3030
日
、
第

日
、
第
8282
世
鈴
木
日
敬
上

世
鈴
木
日
敬
上

人
（
人
（
5555
）
の
）
の
晋し

ん
し
ん

山ざ
ん
ざ
ん

式し
き
し
き

が
営
ま

が
営
ま

れ
た
。

れ
た
。

　

総
門
か
ら
祖
師
堂
ま
で
行

　

総
門
か
ら
祖
師
堂
ま
で
行

　

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部

　

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部

附
属
鎌
倉
中
学
校
で

附
属
鎌
倉
中
学
校
で
1212
月
1111

日
、
同
校
の
中
学
生
の
「
税

日
、
同
校
の
中
学
生
の
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
と
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
と
「
税

の
標
語
」
の
表
彰
式
が
行
わ

の
標
語
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
作
文
で
東
京
国
税
局
長

れ
、
作
文
で
東
京
国
税
局
長

賞
を
受
賞
し
た
栗
原
唯
花
さ

賞
を
受
賞
し
た
栗
原
唯
花
さ

ん（
３
年
）ら
６
人
に
表
彰
状

ん（
３
年
）ら
６
人
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た

が
授
与
さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

中
学
生
の
「
税
の
作
文
」

　

中
学
生
の
「
税
の
作
文
」

は
、
国
税
庁
が
全
国
納
税
貯

は
、
国
税
庁
が
全
国
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
で

蓄
組
合
連
合
会
と
の
共
催
で

募
集
し
て
い
て
、

募
集
し
て
い
て
、
5151
回
目
。

回
目
。

今
年
の
応
募
は
、
鎌
倉
税
務

今
年
の
応
募
は
、
鎌
倉
税
務

署
管
内
の
鎌
倉
・
逗
子
・
葉
山

署
管
内
の
鎌
倉
・
逗
子
・
葉
山

で
１
３
６
７
編
、
全
国
で
は

で
１
３
６
７
編
、
全
国
で
は

約
6262
万
編
あ
っ
た
。
全
国
納

万
編
あ
っ
た
。
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

＝
池
田
結
衣
子（
３
年
）、
鎌

＝
池
田
結
衣
子（
３
年
）、
鎌

倉
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

倉
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
優
秀
賞
＝
石
井
海

合
連
合
会
優
秀
賞
＝
石
井
海

瑠
、
伊
藤
美
彩
、
毛
防
子
璃

瑠
、
伊
藤
美
彩
、
毛
防
子
璃

奈（
共
に
３
年
）（
敬
称
略
）

奈（
共
に
３
年
）（
敬
称
略
）

　

「
税
の
標
語
」
は
全
国
間

　

「
税
の
標
語
」
は
全
国
間

税
会
連
合
会
の
主
催
で
、
七

税
会
連
合
会
の
主
催
で
、
七

島
咲
桜
さ
ん

島
咲
桜
さ
ん

（
１
年
）が
東

（
１
年
）が
東

京
国
税
局
間

京
国
税
局
間

税
会
連
合
会
入
選
を
受
賞
。

税
会
連
合
会
入
選
を
受
賞
。

　

東
京
国
税
局
長
賞
を
受
賞

　

東
京
国
税
局
長
賞
を
受
賞

し
た
栗
原
さ
ん
は
昨
年
暮
れ

し
た
栗
原
さ
ん
は
昨
年
暮
れ

鎌
倉
税
務
署
の
「
１
日
税
務

鎌
倉
税
務
署
の
「
１
日
税
務

署
長
」
に
就
任
し
、
署
内
視

署
長
」
に
就
任
し
、
署
内
視

察
な
ど
を
行
っ
た
。

察
な
ど
を
行
っ
た
。

列
が
行
わ
れ
、
比
企
谷
幼
稚

列
が
行
わ
れ
、
比
企
谷
幼
稚

園
園
児

園
園
児
2020
人
の
稚
児
を
先
頭

人
の
稚
児
を
先
頭

に
、
雅
楽
を
奏
で
る
僧
侶
ら

に
、
雅
楽
を
奏
で
る
僧
侶
ら

に
つ
づ
き
、
鈴
木
新
貫
首
が

に
つ
づ
き
、
鈴
木
新
貫
首
が

沿
道
の
観
衆
に
頭
を
下
げ
な

沿
道
の
観
衆
に
頭
を
下
げ
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
だ
。

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
だ
。

　

午
後
１
時
か
ら
祖
師
堂
で

　

午
後
１
時
か
ら
祖
師
堂
で

晋
山
奉
告
大
法
要
が
行
わ

晋
山
奉
告
大
法
要
が
行
わ

れ
、
小
林
順
光
日
蓮
宗
宗
務

れ
、
小
林
順
光
日
蓮
宗
宗
務

総
長
、
大
本
山
池
上
本
門
寺

総
長
、
大
本
山
池
上
本
門
寺

・
菅
野
日
彰
貫
首
は
じ
め
関

・
菅
野
日
彰
貫
首
は
じ
め
関

係
僧
侶
や
檀
信
徒
約
１
５
０

係
僧
侶
や
檀
信
徒
約
１
５
０

人
が
参
列
し
た
。

人
が
参
列
し
た
。

　

鈴
木
新
貫
首
は
お
堂
に
祀

　

鈴
木
新
貫
首
は
お
堂
に
祀

ら
れ
る
開
山
日
蓮
聖
人
に
住

ら
れ
る
開
山
日
蓮
聖
人
に
住

職
就
任
を
奉
告
し
誓
い
を
た

職
就
任
を
奉
告
し
誓
い
を
た

て
た
。

て
た
。

　

火
災
予
防
運
動
の
一
環
で

　

火
災
予
防
運
動
の
一
環
で

消
防
総
合
訓
練
が
昨
年

消
防
総
合
訓
練
が
昨
年
1111
月

2020
日
、
鎌
倉
市
役
所
で
行
わ

日
、
鎌
倉
市
役
所
で
行
わ

れ
、
鎌
倉
消
防
署
、
大
船
消

れ
、
鎌
倉
消
防
署
、
大
船
消

防
署
、
市
消
防
団
、
市
役
所

防
署
、
市
消
防
団
、
市
役
所

職
員
、
来
庁
者
ら
約
５
百
人

職
員
、
来
庁
者
ら
約
５
百
人

が
参
加
し
た

が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

本
庁
舎
１
階
か
ら
出
火

　

本
庁
舎
１
階
か
ら
出
火

し
火
災
が
延
焼
拡
大
、
３

し
火
災
が
延
焼
拡
大
、
３

人
が
建
物
内
に
取
り
残
さ

人
が
建
物
内
に
取
り
残
さ

れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
市

れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
市

役
所
職
員
に
よ
る
消
火
・

役
所
職
員
に
よ
る
消
火
・

通
報
・
避
難
訓
練
、
は
し

通
報
・
避
難
訓
練
、
は
し

ご
車
な
ど
出
動
し
た

ご
車
な
ど
出
動
し
た
1010
車

両
か
ら
消
防
隊
と
消
防
団
、

両
か
ら
消
防
隊
と
消
防
団
、

救
助
隊
な
ど

救
助
隊
な
ど
1111
隊
約
隊
約
4040
人
の
人
の

消
防
隊
員
が
救
助
訓
練
や
一

消
防
隊
員
が
救
助
訓
練
や
一

斉
放
水
を
行
っ
た
。
上
空
に

斉
放
水
を
行
っ
た
。
上
空
に

は
横
浜
市
消
防
局
の
ヘ
リ
コ

は
横
浜
市
消
防
局
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
も
出
動
し
、
屋
上
に

プ
タ
ー
も
出
動
し
、
屋
上
に

降
り
た
隊
員
が
要
救
助
者
を

降
り
た
隊
員
が
要
救
助
者
を

救
出
し
機
内
に
収
容
す
る
訓

救
出
し
機
内
に
収
容
す
る
訓

練
も
あ
っ
た
。　

練
も
あ
っ
た
。　

　

鎌
倉
消
防
署
の
柴
田
修
志

　

鎌
倉
消
防
署
の
柴
田
修
志

署
長
は
「
い
ざ
と
い
う
時
に

署
長
は
「
い
ざ
と
い
う
時
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
常

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
常

に
危
機
感
を
持
ち
行
動
し
て

に
危
機
感
を
持
ち
行
動
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

昭
和
初
期
以
降
、
鎌
倉
に

　

昭
和
初
期
以
降
、
鎌
倉
に

や
っ
て
き
た
鎌
倉
文
士
の
足

や
っ
て
き
た
鎌
倉
文
士
の
足

跡
や
鎌
倉
と
の
関
係
を
、
鎌

跡
や
鎌
倉
と
の
関
係
を
、
鎌

倉
在
住
の
文
芸
評
論
家
で
鎌

倉
在
住
の
文
芸
評
論
家
で
鎌

倉
文
学
館
館
長
・
富
岡
幸
一

倉
文
学
館
館
長
・
富
岡
幸
一

郎
さ
ん
（

郎
さ
ん
（
6060
）
が
解
説
し
た

）
が
解
説
し
た

も
の
を
本
に
ま
と
め
た

も
の
を
本
に
ま
と
め
た
＝
写
＝
写

真
。

　

第
１
章
で
時
代
的
背
景

　

第
１
章
で
時
代
的
背
景

と
、
鎌
倉
文
士
が
集
ま
っ
て

と
、
鎌
倉
文
士
が
集
ま
っ
て

く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
雑

く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
雑

誌
『
文
學
界
』
の
役
割
、
久

誌
『
文
學
界
』
の
役
割
、
久

米
正
雄
が
発
案
、
大
佛
次
郎

米
正
雄
が
発
案
、
大
佛
次
郎

ら
の
協
力
で
開
催
さ
れ
た

ら
の
協
力
で
開
催
さ
れ
た

「
鎌
倉
カ
ー
ニ
バ
ル
」
、
久

「
鎌
倉
カ
ー
ニ
バ
ル
」
、
久

米
を
会
長
に
発
足
し
た
「
鎌

米
を
会
長
に
発
足
し
た
「
鎌

倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
、
久
米
や

倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
、
久
米
や

小
林
秀
雄
、
川
端
康
成
、
高

小
林
秀
雄
、
川
端
康
成
、
高

見
順
ら
が
蔵
書
を
持
ち
寄
っ

見
順
ら
が
蔵
書
を
持
ち
寄
っ

て
開
い
た
貸
本
屋
「
鎌
倉
文

て
開
い
た
貸
本
屋
「
鎌
倉
文

庫
」
な
ど
文
士
の
事
績
に
つ

庫
」
な
ど
文
士
の
事
績
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

い
て
述
べ
て
い
る
。

　

第
２
章

　

第
２
章

は
、
川
端
康

は
、
川
端
康

成
に
焦
点
を

成
に
焦
点
を

あ
て
、
川
端

あ
て
、
川
端

の
文
学
作
品

の
文
学
作
品

は
鎌
倉
の
土

は
鎌
倉
の
土

地
と
切
り
は

地
と
切
り
は

な
せ
な
い
こ

な
せ
な
い
こ

と
を
個
々
の
作
品
を
あ
げ
て

と
を
個
々
の
作
品
を
あ
げ
て

解
説
す
る
。

解
説
す
る
。

　

第
３
章
は
「
現
代
文
学
と

　

第
３
章
は
「
現
代
文
学
と

『
鎌
倉
』
の
魅
力
」
と
し

『
鎌
倉
』
の
魅
力
」
と
し

て
、
現
代
に
な
っ
て
鎌
倉
に

て
、
現
代
に
な
っ
て
鎌
倉
に

移
り
住
み
、
風
景
や
自
然
を

移
り
住
み
、
風
景
や
自
然
を

吸
収
し
て
作
品
に
し
て
い
る

吸
収
し
て
作
品
に
し
て
い
る

藤
沢
周
、
大
道
珠
貴
、
城
戸

藤
沢
周
、
大
道
珠
貴
、
城
戸

朱
理
ら
の
現
代
作
家
に
つ
い

朱
理
ら
の
現
代
作
家
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

て
触
れ
て
い
る
。

　

第
４
章
の
「
鎌
倉
文
士
と

　

第
４
章
の
「
鎌
倉
文
士
と

大
東
亜
戦
争
」
は
昨
年
３

大
東
亜
戦
争
」
は
昨
年
３

月
、
鎌
倉
同
人
会
で
講
演
し

月
、
鎌
倉
同
人
会
で
講
演
し

た
時
の
内
容
を
ま
と
め
た
。

た
時
の
内
容
を
ま
と
め
た
。

　

富
岡
さ
ん
は
「
鎌
倉
に
は

　

富
岡
さ
ん
は
「
鎌
倉
に
は

こ
う
い
う
文
学
者
が
い
て
、

こ
う
い
う
文
学
者
が
い
て
、

一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ

一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ

く
っ
て
い
た
こ
と
が
大
事
と

く
っ
て
い
た
こ
と
が
大
事
と

思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

　

１
６
２
０
円
、
銀
の
鈴
社

　

１
６
２
０
円
、
銀
の
鈴
社

刊
☎
０
４
６
７
・

刊
☎
０
４
６
７
・
6161
・
１
９

・
１
９

３
０
３
０

　

本
書
の
著
者
、
吉
田
鋼
市

　

本
書
の
著
者
、
吉
田
鋼
市

さ
ん
は
西
洋
建
築
史
・
近
代

さ
ん
は
西
洋
建
築
史
・
近
代

建
築
史
の
専
門
家
で
、
鎌
倉

建
築
史
の
専
門
家
で
、
鎌
倉

市
で
も
重
要
な
近
代
建
築
物

市
で
も
重
要
な
近
代
建
築
物

を
数
多
く
調
査
さ
れ
て
い

を
数
多
く
調
査
さ
れ
て
い

る
。多
く
の
著
書
を
持
つ
が
、

る
。多
く
の
著
書
を
持
つ
が
、

今
回
の
新
刊
は
鎌
倉
に
テ
ー

今
回
の
新
刊
は
鎌
倉
に
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
内
容
と
な
っ
て

マ
を
絞
っ
た
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
待
望
の
一
冊
と

お
り
、
市
民
待
望
の
一
冊
と

言
え
よ
う
。商
店
、ホ
テ
ル
、

言
え
よ
う
。商
店
、ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、寺
社
、教
会
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、寺
社
、教
会
や

公
共
建
築
、
邸
宅
な
ど
貴
重

公
共
建
築
、
邸
宅
な
ど
貴
重

な
建
築
物

な
建
築
物
5050
件
を
選
び
、
建

件
を
選
び
、
建

物
が
歩
ん
だ
歴
史
、
見
ど
こ

物
が
歩
ん
だ
歴
史
、
見
ど
こ

ろ
な
ど
わ
か
り
や
す

ろ
な
ど
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る
。

く
解
説
し
て
い
る
。

　

「
調
査
を
通
じ

　

「
調
査
を
通
じ

て
、
多
く
の
著
名
人

て
、
多
く
の
著
名
人

が
関
わ
っ
て
い
る
鎌

が
関
わ
っ
て
い
る
鎌

倉
の
近
代
は
日
本
の

倉
の
近
代
は
日
本
の

近
代
の
縮
図
で
も
あ
る
と
い

近
代
の
縮
図
で
も
あ
る
と
い

う
思
い
を
強
く
し
た
し
、
地

う
思
い
を
強
く
し
た
し
、
地

元
の
伝
統
的
な
技
術
や
文
化

元
の
伝
統
的
な
技
術
や
文
化

も
近
代
に
生
き
残
っ
て
い
る

も
近
代
に
生
き
残
っ
て
い
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
た
」
と
あ

こ
と
を
教
え
ら
れ
た
」
と
あ

と
が
き
に
書
か
れ
て
い
る

と
が
き
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
町
並
み
の
な
か
に
点
在

が
、
町
並
み
の
な
か
に
点
在

す
る
歴
史
あ
る
建
築
物
は
市

す
る
歴
史
あ
る
建
築
物
は
市

民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

大
切
に
守
っ
て
い
か
な
く
て

大
切
に
守
っ
て
い
か
な
く
て

は
時
代
の
波
間
に
消
え
て
い

は
時
代
の
波
間
に
消
え
て
い

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
本
を
き

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
本
を
き

っ
か
け
に
市
内
外
の
多
く
の

っ
か
け
に
市
内
外
の
多
く
の

人
た
ち
が
、
鎌
倉
の
美
し
い

人
た
ち
が
、
鎌
倉
の
美
し
い

建
物
の
価
値
に
目
を
向
け
て

建
物
の
価
値
に
目
を
向
け
て

ほ
し
い
。

ほ
し
い
。

　

１
７
２
８
円
、
港
の
人
刊

　

１
７
２
８
円
、
港
の
人
刊

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
6060
・
１
３
７
４

・
１
３
７
４

　

「
ま
ち
あ
る
き
か
ら
得
る

　

「
ま
ち
あ
る
き
か
ら
得
る

情
報
を
防
災
に
活
か
そ
う

情
報
を
防
災
に
活
か
そ
う

！
」
と
葉
山
災
害
ボ
ラ
ン
テ

！
」
と
葉
山
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
柿
本

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
柿
本

秀
二
代
表
・
会
員

秀
二
代
表
・
会
員
4949
人
）
が

人
）
が

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
「
葉

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
「
葉

山
ま
ち
あ
る
き
」
が

山
ま
ち
あ
る
き
」
が
1212
月
３
月
３

日
長
柄
地
区
を
探
検
し
、

日
長
柄
地
区
を
探
検
し
、
1313

人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
団
体
は
２
０
１
２
年
に

　

同
団
体
は
２
０
１
２
年
に

発
足
。
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ

発
足
。
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を

ィ
ア
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を

つ
な
ぐ
拠
点
と
な
る
「
災
害

つ
な
ぐ
拠
点
と
な
る
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
訓
練
を
中
心
に
、
災

の
運
営
訓
練
を
中
心
に
、
災

害
時
に
情
報
発
信
で
き
る
ポ

害
時
に
情
報
発
信
で
き
る
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
、
被

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
、
被

災
地
へ
の
支
援
な
ど
防
災
関

災
地
へ
の
支
援
な
ど
防
災
関

連
の
活
動
を
し
て
い
る
。

連
の
活
動
を
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
一
般
道
路
と
な

　

今
回
は
、
一
般
道
路
と
な

っ
て
か
ら
開
発
が
進
む
逗
葉

っ
て
か
ら
開
発
が
進
む
逗
葉

新
道
沿
い
を
探
索
。
防
災
倉

新
道
沿
い
を
探
索
。
防
災
倉

庫
の
位
置
や
高
台
へ
の
避
難

庫
の
位
置
や
高
台
へ
の
避
難

経
路
、
危
険
箇
所
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

経
路
、
危
険
箇
所
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
場
所
な
ど
を
確
認
し

設
置
場
所
な
ど
を
確
認
し

た
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

た
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る

指
定
さ
れ
て
い
る
丹た

ん
た
ん

蔵ぞ
う
ぞ
う

谷や
と
や
と

や

殿と
の
と
の

ケが

谷や
と
や
と

も
歩
き
、
平
安
末
期

も
歩
き
、
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
時
代
の
勢
力
者
・

か
ら
鎌
倉
時
代
の
勢
力
者
・

長
江
氏
所
縁
の
史
跡
や
寺
社

長
江
氏
所
縁
の
史
跡
や
寺
社

を
巡
り
、歴
史
に
も
触
れ
た
。

を
巡
り
、歴
史
に
も
触
れ
た
。

　

後
半
は
町
内
会
長
を
交
え

　

後
半
は
町
内
会
長
を
交
え

「
避
難
所
が
高
所
に
あ
る
た

「
避
難
所
が
高
所
に
あ
る
た

め
避
難
訓
練
が
大
変
」「
子

め
避
難
訓
練
が
大
変
」「
子

育
て
世
代
の
住
宅
が
急
増
す

育
て
世
代
の
住
宅
が
急
増
す

る
地
域
に
防
災
倉
庫
を
置
く

る
地
域
に
防
災
倉
庫
を
置
く

場
所
が
取
れ
な
い
」な
ど
の

場
所
が
取
れ
な
い
」な
ど
の

課
題
を
共
有
。参
加
者
も「
長

課
題
を
共
有
。参
加
者
も「
長

柄
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

柄
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

き
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

　

柿
本
代
表
（

　

柿
本
代
表
（
6767
）
は
「
今

）
は
「
今

後
は
他
の
団
体
と
く
に
町
内

後
は
他
の
団
体
と
く
に
町
内

会
と
の
連
携
を
深
め
、
若
い

会
と
の
連
携
を
深
め
、
若
い

世
代
の
会
員
を
増
や
し
た

世
代
の
会
員
を
増
や
し
た

い
」
と
話
す
。
次
回
の
ま
ち

い
」
と
話
す
。
次
回
の
ま
ち

あ
る
き
は
今
月
下
旬
に
葉
桜

あ
る
き
は
今
月
下
旬
に
葉
桜

・
イ
ト
ー
ピ
ア
方
面
を
予
定
。

・
イ
ト
ー
ピ
ア
方
面
を
予
定
。

問
合
せ
矢
嶋
さ
ん
☎
０
４
６

問
合
せ
矢
嶋
さ
ん
☎
０
４
６

・
８
７
５
・
１
８
３
９（
Ｋ
）

・
８
７
５
・
１
８
３
９（
Ｋ
）

祖師堂での晋山式へ向かう鈴木日敬上人祖師堂での晋山式へ向かう鈴木日敬上人

紅
葉
の
妙
本
寺
で
晋
山
式

紅
葉
の
妙
本
寺
で
晋
山
式

第
8282
世 

鈴
木
日
敬
上
人

鈴
木
日
敬
上
人

附
中
生
６
人
を
表
彰

附
中
生
６
人
を
表
彰

税
の
作
文
や
標
語
で

税
の
作
文
や
標
語
で

鎌
倉
税
務
署

鎌
倉
税
務
署

鎌
倉
市
役
所
で
消
防
総
合
訓
練

鎌
倉
市
役
所
で
消
防
総
合
訓
練

横
浜
市
の
消
防
ヘ
リ
も
出
動

横
浜
市
の
消
防
ヘ
リ
も
出
動

新 

刊 

書

『
鎌
倉
文
士
と
カ
マ
ク
ラ
』

『
鎌
倉
文
士
と
カ
マ
ク
ラ
』

『
鎌
倉
近
代
建
築
の
歴
史
散
歩
』

『
鎌
倉
近
代
建
築
の
歴
史
散
歩
』

歩
い
て
学
ぶ
歴
史
と
防
災

歩
い
て
学
ぶ
歴
史
と
防
災

吉
田
鋼
市
著

吉
田
鋼
市
著

葉
山
災
害

葉
山
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

富
岡
幸
一
郎
著

富
岡
幸
一
郎
著

２０１８年（平成３０年）１月１日 第466号 1部　108円 （２）


